


















腫形成であり，生体防御機構のーっとも考えられるじ cordfactor (trehalose 6，6' -dimycolate : TDM) 








【方法】糖脂質の精製:'l'DM， glucose monomycolate (GM) ， fructose monomycolate (FM)， 
trehalose monomycolate (TMM)をRhodococcusterrae70012歯体から，また8LをMycobacterium
tuberculosis Aoyama B菌体から抽出精製した。肉芽腫形成:各糖脂質をFreundの不完全アジュパン

























であり，これはまた生体防御機構のーっとも考えられる。 cordfactor (trehalose 6，6' -dimycolate : TDM) 














した。 SL及び糖部分の異なるmaonosemycoJate (MM)及びfructosemycolate (FM)等によるAM
からのTNFα誘導は認められなかった。またTDIv館l搬によるAMからのTNFα藍HtSLとのco-stimulation
により顕著に阻害された。これに反してLPS刺激によるAMからのTNFa産生はSL添加によりさらに増
加した。
以上の結果からマウス肺胞及び腹腔マクロファージの糖脂質に対する反応性には顕著な違いがあり，
AMからのTNFα産生が特に肺肉芽腫形成に関与することが示唆された。 SLにはTNFαの産生誘導能や
肉芽腫形成能はなく.SLによるTDM誘導肉芽腫形成に対する抑制は， AMからのTNF産生抑制によるこ
とが示唆されたo この現象はAMに対するTDMの刺激をSLが競合的に阻害することによるものと考えら
れ， SLの新たな病原因子としての性質を示すものと考えられた。
以上の研究により，結核菌の病原因子として知られる2種類の細胞壁糖脂質 (TDMとSL)のマウス肺
肉芽腫形成能と肺胞マクロファージからのTNFα産生能に対する影響が明らかとなったが，この結果は結
核感染における病態の解明に新しい知見を加えるものである。よって，本研究者は博士(医学)の学位を
授与されるに値するものと判定された。
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